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平成 21 年２月期通期（連結・個別）業績予想との差異、 

特別損失発生及び役員報酬の減額に関するお知らせ 

 

 平成 21 年２月期(平成 20 年 3 月 1日～平成 21 年 2 月 28 日)の業績予想について、平成 20 年 10 月

21 日付当社「平成 21 年２月期中間決算短信」にて発表いたしました業績予想との差異を下記のとお

りお知らせするとともに、特別損失が発生いたしますのでその概要をお知らせいたします。また、業

績予想の修正を受けて役員報酬の減額を決定いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

                      記 

1. 平成 21 年２月期 連結業績予想との差異 

（１） 通期（平成 20 年 3 月 1日～平成 21 年 2 月 28 日） 

（単位：百万円） 

（２） 修正理由 

 米国の金融危機が実態経済にも影響を及ぼし、日本国内において個人消費が急速に冷え込だこと

などにより、連結売上高につきましては４１，５９０百万円（前回予想比９１０百万円減）となる

見込みであります。 

連結営業利益につきましては、各種コスト管理を徹底したことに加え、物流コストの見直し

や古本管理精度の向上を目的に発足した「物流プロジェクト」が順調にその成果を出し始めた

こと等により、８９５百万円（前回予想比１５百万円増）となる見込みであります。連結経常

利益も同様、８４５百万円（前回予想比３５百万円増）となる見込みであります。 

連結当期純利益につきましては、連結経常利益は増加したものの、以下に記載の特別損失の

計上により、１４０百万円（前回予想比１１０百万円減）となる見込みであります。 

 

（３） 特別損失の発生とその内容 

  第３四半期まで既に計上いたしました２０５百万円に加えて、第４四半期に計上を見込んでいる

古本市場２店舗の減損損失約３４百万円、不採算によるＡＫＩＢＡスペース 6.0 の撤退に伴う特別

損失約３９百万円、当社が保有する「その他投資有価証券」の評価損２４百万円、アイ・カフェ１

店舗の減損損失約６９百万円等を合わせて、通期で約３７２百万円の特別損失を計上いたします。 

 

（４） ご参考：前期実績（平成 19 年 3 月 1日～平成 20 年 2 月 29 日） 

                                  （単位：百万円） 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） ４２,５００ ８８０ ８１０ ２５０

今回修正（Ｂ） ４１,５９０ ８９５ ８４５ １４０

増減額（Ｂ－Ａ） △９１０ １５ ３５ △１１０

増減率 △２．１％ １．７％ ４．３％ △４４．０％

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通期（3/1～2/29） ４５,５６８ １,４４８ １,４１３ ６３４



2. 平成 21 年２月期 個別業績予想との差異 

（１） 通期（平成 20 年 3 月 1日～平成 21 年 2 月 28 日） 

（単位：百万円） 

 

（２） 修正理由 

売上高につきましては個人消費の冷え込みなどの影響により、３８，３２５百万円（前回予想比

１，０７５百万円減）となる見込みであります。営業利益につきましては、各種コスト管理の徹

底や「物流プロジェクト」が順調に成果を出し始めていること等により、１，０１０百万円（前

回予想比４０百万円増）となる見込みであります。経常利益も同様、９７０百万円（前回予想

比４０百万円増）となる見込みであります。当期純利益につきましては、経常利益は増加した

ものの、以下に記載の特別損失の計上により、１９０百万円（前回予想比１１０百万円減）と

なる見込みであります。 

 

（３） 特別損失の発生とその内容 

第３四半期まで既に計上いたしました２０４百万円に加え、連結子会社アイ・カフェの純資産の

減少により計上を見込んでいる株式会社アイ・カフェの関係会社株式評価損約１３６百万円（注）、

古本市場２店舗の減損損失約３４百万円、不採算によるＡＫＩＢＡスペース 6.0 の撤退に伴う特別

損失約３９百万円、当社が保有する「その他投資有価証券」の評価損２４百万円を合わせて、通期

で約４４０百万円の特別損失を計上いたします。 

（注）連結子会社の株式評価損は連結業績には影響ありません。 

 

（４） ご参考：前期実績（平成 19 年 3 月 1日～平成 20 年 2 月 29 日） 

 （単位：百万円） 

 

3. 役員報酬の減額について 

当社は現況を厳粛に受け止め、経営責任を明確にするために、下記のとおり役員報酬の減額を実

施いたします。 

（１）役員報酬額の減額の内容 

役付取締役  月額報酬額の 5～10％を減額 

（２）対象期間 

    平成 21 年 3 月より当面の間 

     ※減額の終了時期につきましては、今後の業績に照らし、判断いたします。 

  

4. 平成 21 年 2 月期配当予想について 

  配当予想につきましては、既に実施済みである中間配当 1株当り１３０円を含め通期で１株当り

２６０円と、平成 20 年 4 月 18 日付当社「平成 20 年 2 月期決算短信」にて発表いたしました配当

予想と変わりはありません。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日（2009 年 3 月 30 日）現在において入手可能な情報に基づいて作成されておりま

す。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） ３９，４００ ９７０ ９３０ ３００

今回修正（Ｂ） ３８，３２５ １，０１０ ９７０ １９０

増減額（Ｂ－Ａ） △１，０７５ ４０ ４０ △１１０

増減率 △２．７％ ４．１％ ４．３％ △３６．７％

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通期（3/1～2/29） ４２,３３８ １,６２９ １,６３１ １８８


